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　　講演　キリスト教的人格教育の特性と今日的意義
　　論文　千葉勇五郎
　　　　　アジア・太平洋戦争期「日本基督教」の射程
　　　　　塚本虎二と岩下壮一の論争
　　書評　長谷川忠幸『モーセの仰ぎ見るテムナーとは何か』　　　
　　　　　田中光『新しいダビデと新しいモーセの待望』
　　　　　浅野淳博『死と命のメタファ』 　　
　　　　　堀忠『レプラと奇跡』
　　　　　戸田聡『古代末期・東方キリスト教論集』
　　　　　　岡一成『吉野作造と海老名彈正』 　　　　　　　
　　　　　芦名定道『脳科学とキリスト教思想』 
　　　　　工藤万里江『クィア神学の挑戦』
　　　　　坂本道子『ディアコニッセの思想と福祉実践』
　　　　　藁科智恵『ルドルフ・オットー 『聖なるもの』 と世紀転換期ドイツ』
　　シンポジウム　「神学と教育の間で」
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